
保険調剤薬局を経営する企業の全国組織で

ある日本保険薬局協会（ＮＰｈＡ）が、12日

午前９時30分から、ホテルニューオータニ東

京で、学術大会「ファーマシーフォーラム

2006」を開催する。学生に対しては、無料

（ただし学生証の提示が必要）で公開してお

り、薬学生の積極的な参加を期待している。

今年で３回目を迎

えるフォーラムは、

「必要とされる薬局

を目指して－次代に

機能する薬局とは」

をテーマに、会員各

社の取り組み、調

査・研究の成果が、

口演として20題、ポ

スター発表として33

題報告される。調剤

薬局への就職を目指

す学生にとっては、

調剤現場の課題や各

社の特徴などを知る

上で、大いに参考に

なりそう。

フォーラムではそ

のほか、落語家の春

風亭小朝さんによる

特別講演「健康バンザイ！」、東邦大学医療

センター心臓血管外科教授の小山信彌氏によ

る基調講演「ＤＰＣとジェネリック医薬品導

入の意義と問題点」が予定されている。また、

新薬や最新の薬科機器、ＯＡ機器の展示、専

門書籍等の展示販売も行われる。

なお、ＮＰｈＡには現在、保険調剤薬局を

経営する253社（会員社の店舗数は5000軒以

上、社員数は延べ2万3000人余）が加盟して

おり、さらに会員の拡大を目指している。
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ＮＰｈＡは、約100社の調剤薬局が参

加する合同説明会を東京、大阪の２会場

で開催する。地元で働きたい人のために

Ｕターンブースも設置すると共に、事前

エントリーし、当日参加した人にはプレ

ゼントも用意しているという。

東京会場は26日午前10時から東京交通

会館イベントホール、大阪会場は12月３

日午前10時から梅田スカイビル・タワー

ウエスト10階のアウラホールでそれぞれ

開催される。

当日参加も可能だが、ＮＰｈＡホーム

ページ（http://www.nippon-pa.org/）

から予約可能。問い合わせ先は日本保険

薬局協会雇用問題検討委員会・合同説明

会担当の阪神調剤薬局・岩崎氏（ＴＥＬ

0797－35－6228、E-ma i l：koyou

@nippon-pa.org）まで。

11、12月には東西で合同就職説明会

全国から100社以上の調剤薬局が集合

薬学生に幅広い
参加を呼び掛け
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薬学生・医学生・看護学生のための就

職・情報・コミュニティサイト「キャン

パス＊ネット」を運営するグッピーズは、

19日午前11時から、恒例の就職イベント

「薬学生スタートアップセミナー」を開

催する。大企業を中心に調剤薬局やドラ

ッグストア、ＣＲＯ、病院などの採用担

当者が勢揃いする一大イベントだ。

東京の新宿野村ビル48階全フロアとレ

ストランを借り切り、700人以上の参加

者（ＷＥＢ経由の事前登録者）を見込ん

でいる。当日は特別企画として、薬剤師

の仕事研究（病院、ＣＲＯ）、ＯＢ／Ｏ

Ｇとの交流、メークアップ講座などが予

定されている。参加費は無料、入退場も

自由。申し込みはキャンパス＊ネットの

ホームページ（http://canpass.net）から。

グッピーズも19日に就職イベント


